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内容の要旨及び審査の結果の要旨
人畜共通寄生虫症の一つであるヒトのイヌ糸状虫症は，病原体のイヌ糸状虫の感染幼虫を保有する蚊が
ヒトを吸血する際，幼虫がヒトの皮膚から侵入し，体内を移行し，時に偶然発症する。この感染の背景に
ついて，媒介蚊とヒト集団との関係を疫学的に調査，検討した報告はない。本研究では，金沢市内の２ケ
所でライトトラップを使い蚊を採集し，媒介蚊とその自然感染率の調査を行った。また石川県内の金沢市
を含む12地区で計981名の健康人血清を対象に，イヌ糸状虫成虫抽出(DiAEX)抗原を用い、lSAにより
抗体検出を試みた。さらに非固有宿主のマウス体内での幼虫移行を観察し，以下の成績を得た。
１．市北部の平野部住宅地では，計６種338個体の雌蚊が採集され，アカイエカが304個体(899％)と最も
多く，他の５種類は少数であった。304個体中13個体(43％)はイヌ糸状虫幼虫を保有しており，うち２
個体(０７％)からは第Ⅲ期幼虫が検出された。一方，市東南部丘陵地の住宅地では，蚊はほとんど採集
されなかった。
２．陽性域抗体価(≧176)保有者は12地区中５地区に存在し，陽性域抗体価保有者の割合は１６～34％で
あった。また，陽性域抗体価保有者が見られた地区では陰性域抗体価保有者とはいえ，抗体価は全体に
高かった。
３．第Ⅲ期幼虫20隻をマウスの腹腔内に接種し，３週間後に剖検したところ，虫体は検出されなかったが，
DiAEX抗原に対する抗体価の上昇が認められた。対照群マウスの平均抗体価は103±0.02であったこと
から，陽性限界を108(jt＋３．ｓＤ)とすると10匹中７匹，1.23(え＋10.ｓＤ)とすると10匹中３匹のマウスが
陽性域抗体価を保有していた。
感染幼虫が非固有宿主のマウスに侵入した場合抗体価が上昇したことから，感染幼虫がヒトに侵入し
た場合でも同様に抗体価が感作，上昇することが推測された。石川県内にはイヌ糸状虫感染幼虫を保有
するアカイエカが分布しており，高抗体価保有住民が存在することは，日常的にヒト体内に感染幼虫が
侵入している可能性を示唆している。
以上，本研究は媒介蚊とヒト集団におけるイヌ糸状虫感染状況を同時に調査し，更に非固有宿主への幼
虫移行の可能性を実験的に証明することにより，イヌ糸状虫症感染の背景を明らかにしており，これら研
究結果が地域保健医学に寄与する労作として評価された。
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